
たまかわ

村のようす

(52年 6用1日現在)

戸世帯数 1，454戸( 0) 

人口 7.265人.(+13) 

男 3 ，i 657941 人人 (+ 7) 
女 3，694-A. (+ 6) 
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賑
や
か
に
太
々
神
楽
を
奉
納

小
高大

雷
神
社
春
季
例
祭
斎
行

奉納された太々神楽

毎
年
五
月
六
日
は
、
大
雷
神
社
の
春

季
例
祭
日
で
あ
る
が
、
今
年
は
福
島
県

神
社
庁
石
川
郡
支
部
神
楽
研
究
会
の
一

行
八
名
に
よ
る
太
々
神
楽
の
奉
納
が
あ

り
、
多
く
の
参
拝
者
に
深
い
感
銘
を
与

え
た
。五

十
余
年
ぶ
り
だ
け
に
、

んら例
年
参
拝

さ
れ
る
東
北
電
力
、
電
気
工
事
業
者
、

大
口
一
電
力
消
費
者
、
一
般
参
詣
者
に
地

元
氏
子
の
人
々
も
入
り
ま
じ
り
、
古
典

ゆ
か
し
い
数
々
の
演
技
に
見
入
っ
て
い

た。
古
文
書
に
よ
れ
ば
、
住
昔
H

い
か
づ

ち
大
神
M
M

と
し
て
阿
武
隈
川
の
雷
河
原

に
鎮
座
し
た
が
、
慶
長
十
四
年
六
月
の

大
洪
水
に
よ
り
社
殿
神
主
宅
が
流
出
、

翌
五
十
年
に
現
在
地
に
桂
殿
を
'造
営
遷

宮
さ
れ
た
こ
と
が
棟
札
(
現
在
〉
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。

'明
治
J
大
正
に
か
け
て
?1

-

周
辺
町
村

の
消
防
団
の
参
拝
で
賑
わ

J

っ
た
こ
と
も

あ
り
内
火
防
神
ど
し
て
崇
敬
を
集
め
て

い
た
こ
と
が
お
か
る
。
い
よ
い
よ
雷
鳴

轟
く
時
節
を
迎
え
て
遠
近
各
地
か
ら
の

参
拝
者
が
多
い
。
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第
=
圃

第
二
回
玉
川
村
臨
時
議
会
は
、
去
る
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
な
い
村

五
月
二
十
日
開
催
さ
れ
提
出
さ
れ
た
議
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

案
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
・
り
ま
す
円
相
改
正
の
主
な
内
容
は
、
村
民

り
可
決
い
た
し
ま
し
た
、
主
な
内
容
は
、
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
均
等
割
の
非
課

次

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

税

所

得

金

額

の

引

上

げ

、

障

害

者

、

未

成
年
者
、
老
一
年
間
、
寡
婦
に
つ
い
て
の

@
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
忍
こ
と

非
課
税
所
得
金
額
の
引
上
げ
及
び
法
人

に
つ
い
て
。

均
等
割
の
引
上
げ
、
叉
納
期
の
三
期
分

に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
五
日
を
十
一

昭和52年 6月 1日

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
で
、
二
十
万
二
千
円
を
減
昭

頼
し
総
額
九
億
八
千
九
十
九
万
一
千
円

と
な
っ
た
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
分

担
金
二
百
三
十
万
二
千
円
の
減
、
村
債

二
百
十
万
円
追
加
、
歳
出
で
農
業
費
二

百
三
十
万
二
千
円
減
、
土
木
費
百
十
六

万
五
千
円
、
予
備
費
二
十
五
万
八
千
円

追
加
、
報
告
ど
う
お
り
承
認
さ
れ
た
。
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@
議
会
議
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及

ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
忍
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
。

たま かわ

今
回
の
改
正
は
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
改
正
で
あ
り
ま
す
、
従
来
六
月
と

十
二
月
に
支
給
し
て
い
た
も
の
を
、
三

月
、
六
月
、
十
二
月
の
三
回
に
支
給
さ

れ
ま
す
、
手
当
額
は
、
三
月
に
支
給
す

る
場
合
は
報
酬
月
額
の
百
分
の
五
十
、

六
月
に
支
給
す
る
場
合
は
百
分
の
百
四

十
、
十
二
月
分
は
百
分
の
二
百
が
支
給

さ
れ
、
従
前
よ
り
年
間
百
分
の
三
十
増

額
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広 報

@ 

村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

特十年約田百金
に一五を:建四沢林
工月月す;設十地道
期三二る、万内、関
内十十も熊円を設
完日四の田で行工
成ま日、藤玉な!事
をでよ工喜川うと
強、り期民村もし 事 なでてし
く 尚 昭 は に 大 の て 鱒ヘ うすは
要審和昭落零で、 負 条、月軽
望議五和札川'...'北 契 文そ割自
しの十五、、辺←須 約 のの ι課動
た 中 二 十 ? 本 、 千 釜 に 整他ぇ税車
。で年二契熊七懸 つ 備関をf税

南 一四山 北南岩 4 竜 小蒜川退四退 岩ι 退掛
須吉般 小吉須須法、 中; 職 職 法 職 伊
釜 努辻屋 釜釜寺崎 高生辺消辻消寺消謝

防'防防
者 分副回、体

小 矢 塩石森草塩佐小小車真矢田溝団佐畏仏

原部 田森 野沢久林針田弓部長井畏コd
:間

菊茂 徳定和昭直 静正喜昭一 清 安
子政 康吉元夫一勝夫美夫平郎 ニ 太

火
の
守
り
決
意
新
た
に

消
防
団
春
季
検
閲

恒
例
の
消
防
団
春
季
検
閲
が
五
月
三

日
泉
中
学
校
々
庭
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
検
閲
は
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員

に
対
す
る
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
通
常

点
検
、
分
列
行
進
、
機
械
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
こ
の
席
上
次
の
方
々
に
、
防
火

優
良
家
庭
、
退
職
幹
部
、
一
般
協
力
者

に
対
し
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。表

彰

状

o
防
火
優
良
家
庭

川

辺

矢

部

庄

議
会
だ
よ
り臨

鴎
議
会
か
る

北南岩竜 小蒜川
ク須タ須法 。中ク
釜釜寺崎 高生 辺

四山
，1、士
J 口

辻屋

熊

田

惣

二

真

弓

昭

平

溝

井

伝

治

須

藤

タ

イ

高

林

重

義

永

林

定

雄

小

林

覚

一

佐

久

間

勝

大

野

長

三

郎

大

越

吉

直

草

野

林

次

佐

久

間

安

蔵

矢

吹

源

一

石

森

清

之

塩

田

好

一

// 

南
須
釜
J

南
須
釜

塩

沢

良

閏

塩
沢
直
一

// 

国
民
年
金
は
、
二
十
才
か
ら
六
十
才

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
の
他
の

公
的
年
金
制
度
に
入
っ
セ
い
な
い
人

が
、
す
べ
て
加
入
す
る
国
営
の
年
金
制

度
で
、
い
ま
二
千
六
百
万
人
以
止
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
へ
一
定
期
間
加
入
し

て
、
六
十
五
才
に
な
れ
ば
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
、
加
入
の
手
続
き
を

忘
れ
て
い
る
と
、
被
保
険
者
期
間
の
終

点
で
あ
る
六
十
才
ま
で
保
険
料
を
納
め

て
も
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と

.炉

中
村
池
で
の
機
械
点
検

国
民
年
金
の
加
入
も
れ
者
は

す
ぐ
手
続
き
を
/

い
う
困
っ
た
場
合
が
生
じ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
他
の
公
的
年
金
に
全
く
加
入
せ
・

ず
に
三
十
五
才
以
上
に
な
っ
た
人
は
、

こ
れ
か
ら
加
入
し
て
、
か
か
さ
ず
に
保

険
料
を
納
め
て
も
、
老
齢
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
二
十
才
に
な
っ
た
人
、
会
社
等
を

や
め
て
、
他
の
公
的
年
金
が
ら
移
っ
て

き
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
'
未
加
入
の
人

は
、
す
ぐ
に
列
国
民
年
金
へ
加
入
す
る

一
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。



福
祉
年
金
の

支
払
期
月
が
繰
上
げ
ら
れ
ま
す

たまかわ

…
誌
社
年
金
の
支
払
い
は
、
受
給
者

の
皆
さ
ん
か
ら
む
、
お
盈
や
年
末
に

切
払
っ
て
一
欲
し
い
と
い
う
要
望
に
答
え

て
、
今
年
か
ら
四
月
、
入
丹
、
十
二

月
と
一
ケ
見
ず
つ
録
上
げ
て
お
支
払

いr
す
る
こ
と
に
な
ち
ま
し
た
。
〈
な
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須
釜
ク ι

/J 大ぺ会
ブ接長

に繋杯

栄芸
冠

昨
年
九
月
広
工
法
却
村
野
球
協
会
ハ
会

仁
井
田
仁
一
〉
が
設
立
さ
れ
、
本
年

は
十
チ
ー
ム
が
登
録
し
1

第
}
間
協
会

長
杯
大
会
が
蕊
月
に
関
寵
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
設
の
と
お
ち
で
す
。

一
回
戦

須

釜

グ

ラ

グ

詑

i
2
ナ

チ

ス

フ
ァ
イ
タ

i
ズ

は

j
2
大
寺
ク
ラ
ブ

ニ
即
戦

ピ

ッ

グ

ド

リ

ン

イ
1
グ
ル

t
i
2

カ

i
ズ

泉

務

ク

ラ

ブ

s
i
2
東

京

精

工

準
決
勝

須

釜

ク

ラ

ブ

9
1
2
ピ
ハ
い
げ
グ
ル

フ
ァ
イタ

i
ズ

3 

泉

郷

ク

ラ

ブ

m
i
G

決

勝

須

釜

ク

ラ

ブ

ロ

i
i
9

泉
郷
ク
ラ
ブ

本
協
会
で
は
、
村
民
の
野
球
技
術
、

知
識
の
出
向
上
に
努
め
る
た
る
、
広
く
チ

ぉ
、
十
ニ
月
の
支
払
い
は
、
受
給
者

か
ら
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
十
一
月
に

お
支
払
い
し
ま
す
。
〉

た
だ
し
、
今
年
に
限
今
、
こ
の
新

し
い
支
払
方
法
は
、
十
一
月
か
ら
始

め
ま
す
。

っ
て
お
ち
ま
す
。

役

場

石

五
市
村
体
育
協
会
結
成

近
年
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
に
と
も

な
い
各
種
ス
ポ

i
ツ
間
体
が
義
生
し
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
組
織
力
を
強
化
し
、

加
盟
団
体
の
連
絡
調
整
と
育
成
を
は
か

り
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ
を
一
層
振
興
さ
せ

る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
澄
川
村
体
育
揚
食

が
結
成
さ
れ
、
会
長
に
小
針
千
代
之
助

さ
ん
、
割
合
設
首
藤
信
脱
税
さ
ん
、
仁
井

町
仁
一
さ
ん
を
選
び
事
務
所
は
草
川
村

公
筑
諮
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
盟
問
体
及
び
会
員
数
は
次
め
と
う

ち
で
す
。

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

ハ
十
三
団
体
、
一
一
一
八
一
名
)

玉

知

村

野

球

協

合

〈
十
間
体
、
二
八
五
名
〉

玉
川
村
パ
レ

i
ポ
i
ル
協
会

ハ
ニ
団
体
、
五
五
名
〉

玉

川

村

梁

剣

道

協

会

ハ
ニ
間
体
、
一
一
五
名
〉

玉

川

村

卓

球

協

会

ハ
一
国
体
、

λ
名〉

玉

川

村

体

育

指

導

員

ハ
一
間
体
、
二
二
名
〉

い

し

ぶ

み

る

こ

と

に

な

っ

た

。

物

い

わ

ぬ

石

碑

ハ

一

一

〉

傾

れ

れ

仁

り

?

と

な

っ

日

明

こ
の
問
、
年
実
は
現
物
米
締
め
で

秘

め

る

刻

文

の

謎

な

く

、

金

納

〈

米

代

金

に

見

積

っ

た

の
〉
で
納
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

岩

谷

浩

光

誌

、

"

】

v

J
れ謹

か
の
短
期
間
と
は
い
え
、
出
荷
蕃
ハ

近
く
に
住
む
郷
土
史
認
制
究
家
吉
村
こ
れ
か
ら
も
、
本
文
を
ど
愛
読
下
さ
領
時
代
よ
り
は
諮
安
で
あ
り
、
し
か
も
川

嘉
一
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
か
ね
て
る
よ
う
お
お
が
い
し
な
が
ら
議
を
進
め
金
約
を
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
農
民
達
に

w

v

よ

り

郷

土

史

研

究

に

構

熱

在

住

い

で

る

こ

と

に

し

た

い

。

と

っ

て

は

大

き

な

負

祖

の

軽

減

と

な

る

~

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
野
座
に
こ
の
お
な
お
、
こ
の
強
訴
事
件
に
関
す
る
資
の
で
、
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
れ
た
こ
と
は
の

稗

に

つ

い

て

話

し

て

く

れ

た

。

料

、

或

い

は

伝

承

議

官
γ
伝

え

〉

物

品

で

あ

っ

た

。

4

明
治
四
十
二
年
十
二
月
発
行
、
複
等
を
議
さ
れ
る
方
は
、
是
非
こ
む
機
会

州
審
議

n
須
釜
村
史
η

「
一
一
祉
に
提
供
し
て
頂
く
よ
う
お
ね
が
い
い
た

和
寂
と
な
っ
た
が
」
昭
和
田
し
ま
す
。

i

一
月
、
五
市
村
教
育
委
員

O
い
き
さ
つ

澗
釜
郷
土
民
裕
資
料
文
化
財

川
彼
製
し
た
も
の
で
、
混
在
高
須
釜
村
、
北
裂
釜
村
荷
村
は
、
営

T

の
、
ま
川
村
史
に
貴
重
な
か
ら
白
河
藩
の
領
端
で
あ
っ
た
。
そ
の

淀
川
摂
し
て
く
れ
て
い
る
。
〉
壌
は
、
毎
年
歓
わ
収
獲
が
終
る
と
、
年

H

巴
己
の
強
訴
願
宋
H

と
貢
米
を
現
物
米
で
、
白
湾
藷
の
米
議
へ

一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
運
殺
し
て
締
め
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ

閉

山

し

て

く

れ

た

。

た

。

レ
、
文
体
は
古
文
欝
む
侯
文
慶
応
一
一
年
〈
一
八
六
六
年
〉
六
月
、

緊
文
の
ま
ま
で
誌
、
な
か
出
荷
藩
主
阿
部
正
静
は
、
額
倉
藩
主
に

亭
を
よ
み
と
ち
に
く
い
と
思
移
さ
れ
て
十
万
石
を
領
す
る
こ
と
に
託

、
、
現
代
都
内
に
…
醤
き
改
め
っ
た
。

包
万
平
晶
、
ヲ
連
載
す
る
こ
と
と
部
内
特
に
、
白
河
蕃
の
領
地
は
、
幕
府

鎮
と
な
り
、
ニ
本
松
藩
主
丹
習
誌
に
預

ハ
月
号
以
来
、
本
年
二
月
号
け
ら
れ
た
。

泌
染
む
小
川
n
を
連
載
し
て
明
治
一
万
年
(
一
八
六
八
年
〉
正
静

?
に
ま
つ
わ
る
秘
話
を
ど
紹
は
、
帯
び
向
河
藩
主
に
復
し
た
も
の

ζ

こ
ろ
、
拙
文
に
も
か
か
わ
の
、
戊
辰
の
役
に
捺
し
て
は
官
筆
記
挺

刊
員
各
位
か
ら
多
大
の
反
響
抗
し
た
た
め
、
六
万
石
に
誠
石
さ
れ
て

今
更
乍
ら
に
関
や
の
深
さ
一
得
び
概
倉
に
移
さ
れ
る
な
ど
、
転
変
極

c
れ
た
思
い
で
為
っ
た
。
ま
り
な
か
っ
た
0

3
t
E
6
1
9
2
1
5
3
Z
3
5
t
'
E
2
Z
3
s

、53
t

、，Z
2
1
2
1
2ミ
J
t
f
z
f

。
の
増
大

世
は
ま
さ
む
激
動
の
時
代
で
あ
っ

た
。
明
治
維
新
を
迎
え
て
、
こ
れ
ま
で

の
藩
鰯
が
寵
止
さ
れ
て
、
明
治
二
年
二

月
に
は
、
白
持
擦
が
お
か
れ
た
。

そ
し
て
請
邸
内
大
助
が
県
令
〈
県
知

事
〉
に
任
命
さ
れ
た
。

し
か
し
、
激
動
期
に
為
っ
た
当
時
の

閣
内
需
勢
は
政
治
的
に
も
体
制
来
だ
整

わ
ず
、
そ
の
た
め
濯
迷
状
態
が
続
い

た。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
勢
一
?
に
あ
っ
て

向
河
県
の
管
轄
と
な
っ
た
、
出
向
澗
領

地
の
一
部
四
十
八
カ
村
は
、
再
び
現
物

米
で
年
賀
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
の
で
為
る
。

こ
れ
で
泣
農
民
瀧
に
と
っ
て
は
負
拙

の
増
大
と
な
号
、
新
県
教
に
対
す
る
不

平
不
満
が
増
大
す
る
の
は
指
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

〈
次
号
へ
続
く
)
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一
、
社
会
摺
社
計
溜

ハ
一
〉
老
人
福
祉

(
ア
〉
老
人
の
孤
独
感
を
解
指
し
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
お
く
れ
る
よ

う
、
家
提
奉
仕
岡
県
の
増
員
と
、
訪
門
対

象
者
の
拡
大
に
努
め
る
。

(
イ
〉
老
人
福
祉
セ
ジ
タ

i
等
の
施
設

の
建
設
広
よ
り
、
老
人
な
ち
に
社
会
活

動
に
参
加
で
き
る
機
会
を
与
え
る
。

ハ
ウ
〉
健
康
診
察
の
撮
底
を
図
り
老
人

痛
の
宋
然
防
止
に
努
め
る
。

ハ
三
老
人
撞
祉
に
対
す
る
柱
民
意
識

の
高
携
を
関
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
成
背
に
努
め
る
。

ハ
ニ
)
児
童
福
祉

児
童
は
、
次
の
世
代
を
担
う
者
で
あ

り
、
心
身
と
も
に
建
や
か
に
威
一
決
す
る

こ
と
を
騒
い
、
す
べ
て
の
兇
童
が
よ
い

環
境
の
中
で
の
び
の
び
と
育
ち
、
信
性

と
能
力
を
正
し
く
伸
ば
す
よ
う
施
設
の

整
備
と
内
替
の
充
実
を
関
る
。

(
ア
〉
東
部
地
区
に
保
育
所
を
設
霞
す

る。〈
イ
〉
現
在
あ
る
党
童
遊
び
場
の
整
錆

拡
充
を
関
る
。

(
一
一
…
〉
心
身
樺
害
者
搭
祉

心
体
障
害
者
福
祉
間
体
、
社
会
話
祉

協
議
会
等
の
協
力
を
得
て
、
常
に
、
そ

の
実
態
を
把
握
し
、
殿
、
県
の
強
策
と

栂
ま
っ
て
、
各
自
が
自
立
更
正
で
き
る

縞
設
の
活
情
滑
に
努
め
、
一
麗
尽
の
促
進
を

陸
る
と
と
も
に
、
心
体
欝
害
者
摺
祉
団

体
の
腎
成
を
図
る
。
ま
た
、
震
度
心
身

掩
害
者
に
対
し
て
段
、
家
庭
奉
仕
員
制

度
の
強
化
を
図
る
。

〈
四
〉
生
活
保
護
、
銀
所
持
者
援
社

被
保
護
性
帯
及
び
要
保
護
世
帯
に
対

す
る
生
活
相
談
を
充
実
、
罷
康
の
増
進

と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
民
生
委

員
、
社
会
福
社
協
議
会
等
の
協
力
を
得

て
、
世
帯
草
生
運
動
、
食
器
対
策
、
健

長
管
理
等
の
指
導
を
実
施
す
る
。

ハ
五
〉
母
子
福
祉

母
子
家
庭
に
対
し
、
母
子
一
福
祉
資
金

の
活
用
等
の
指
導
に
よ
り
、
生
活
の
安

定
と
向
上
を
菌
る
。
ま
た
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
子

弟
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
相
談
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
努
あ
る
。

2
0
菌
長
鍵
康
保
険

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、
社

会
保
検
と
比
べ
て
、
老
人
、
低
所
得
者

の
占
め
る
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
医

療
費
の
増
加
と
税
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
ず
、
関
保
運
哲
は
、
各
町
村
と
も

北
口
産
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
為
り
、
給
付

の
改
善
な
ど
計
屈
す
れ
ば
、
そ
の
分
は

税
に
は
ね
返
り
、
い
わ
ゆ
る
、
高
福
祉

高
負
担
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た

が
っ
て
今
後
は
、
被
保
険
者
の
鍵
藤
理

管
を
重
点
的
に
行
い
、
医
療
費
の
抑
制

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

〈
ア
〉
現
在
行
っ
て
い
る
給
付
事
業

は
、
こ
れ
を
継
続
す
る
。

(
イ
〉
成
人
病
等
比
較
的
リ
病
率
の
高

い
疲
揮
を
防
ぐ
た
め
、
総
合
検
診
等
に

よ
り
、
早
期
発
克
、
早
期
治
療
の
指
導

を
行
う
と
と
も
に
成
人
病
検
診
の
自
記

魚
担
を
助
成
す
る
。

〈
ウ
〉
医
療
費
の
増
加
を
紡
ぐ
た
め
、

日
嘆
の
健
諜
管
理
と
正
し
い
診
察
の
受

け
方
を
指
導
す
る
。

〈
エ
〉
設
課
険
者
の
資
格
の
漉
主
化
を

図
る
た
め
、
社
会
探
険
託
加
入
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
加
入
促
進
を
指
導

す
る
。

〈
オ
)
保
険
施
設
活
動
が
、
よ
り
有
効

に
な
さ
れ
る
た
め
、
補
助
機
関
で
あ
る

保
健
婦
補
助
員
活
動
を
積
謹
的
に
推
進

し
、
特
に
、
保
健
衛
生
と
疾
{
病
予
坊
の

向
上
を
期
す
る
。

ハ
七
〉
国
民
年
金

〈
ア
〉
広
報
嬉
を
常
時
利
用
し
、
本
館

度
の
男
知
数
底
を
図
る
。

〈
イ
〉
附
加
年
金
へ
の
加
入
促
進
を
諮

る。ハ
ウ
〉
納
期
な
ど
の
改
普
を
検
討
す

る。(
エ
〉
年
金
持
談
業
務
な
ど
事
務
処
理

め
改
善
を
検
討
す
る
。

一一、
保
健
衛
生
計
覇

(

一

〉

震

療

芭
療
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
た

め
、
探
健
婦
の
巡
臨
指
導
を
充
実
し
、

住
民
の
寵
康
指
導
と
椋
談
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
疾
病
を
宋
然
に
防
止
す
る

た
め
、
予
防
、
検
診
を
励
行
し
、
疾
病

の
早
期
発
見
、
竿
期
治
療
を
行
う
よ
う

指
導
す
る
。

ハ

ニ

)

保

鵠

〈
ア
〉
健
康
増
進
対
築

村
民
が
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に

ほ
、
建
康
が
第
一
で
あ
る
。

健
康
保
持
、
増
進
の
た
め
、
保
健
類

生
組
織
の
活
動
を
強
化
し
、
選
境
福

生
、
母
子
衛
生
、
食
生
活
改
善
金
ど
を

誰
滋
す
る
。

ま
た
、
現
権
保
健
婦
が
一
人
で
家
露

て
い
る
が
広
大
な
地
域
に

愛
の
献
血

一
滴
で
も
多
く

住
家
が
散
在
し
て
い
る
た
め
訪
問
回
数

が
少
な
く
、
思
う
よ
う
な
指
導
が
出
来

な
い
た
め
、
早
急
に
保
龍
婦
の
増
員
を

関
り
、
活
発
な
保
健
活
動
を
行
う
必
要

が
為
る
。

ハ
イ
〉
挟
癖
対
策

年
々
…
増
加
す
る
脳
卒
中
、
心
臓
病
、

ガ
ン
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
成
人
裁
に
つ
い

て
は
、
成
人
病
設
診
を
穣
寂
し
、
疾
病

む
早
期
発
見
に
努
め
る
。
ま
た
、
村
民

に
対
し
、
接
病
予
防
に
つ
い
て
、
正
し

い
、
知
識
を
普
及
す
る
た
め
の
指
導
を

行
う
。

ハ
ウ
〉
母
子
保
接
語
生

妊
産
婦
、
乳
幼
児
検
診
の
徹
底
在
留

る
と
と
も
に
、
母
子
健
襲
セ
ン
タ

i
の

助
産
施
設
と
し
て
の
接
能
を
維
持
す
る

た
め
、
助
産
婦
の
持
遇
改
替
と
あ
せ
、

有
資
格
者
の
確
保
に
努
め
る
。

ハ
エ
〉
絞
染
病
の
撲
滅

法
染
績
の
予
防
思
想
は
、
年
A
?
向
上

し
て
い
る
が
、
ま
だ
一
部
に
は
、
関
心

の
低
い
壌
が
あ
る
。
病
気
の
発
生
顕
で

あ
る
そ
族
昆
虫
轄
の
撲
濃
運
動
を
推
進

す
る
。伝

染
病
予
訪
接
種
の
完
全
実
施
と
、

防
疫
体
舗
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
司

に
、
地
域
ぐ
る
み
の
衛
生
思
懇
の
普
及

徹
底
を
図
る
。



三
、
環
境
衛
生
計
画

たまかわ広報No. 130 昭和52年 6月 1日5 

(イ
V

経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
経
費

を
節
減
す
る
。

(
ウ
)
有
収
率
の
向
上
に
努
め
る

0

2
一
)
下
水
道

(
ア
)
調
査
、
建
設
に
ぼ
う
大
な
財
源

を
要
す
る
た
め
]
長
期
計
画
の
も
と

に
、
人
口
集
中
地
区
の
整
備
を
進
め

る。バ
イ
)
阿
武
隈
川
流
域
別
下
水
道
整
備

統
合
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
促
進
を
図

る。
(
四
)
ご
み
、
し
尿
処
理

(
ア
)
可
燃
物
処
理
ま
す
ま
す
増
加
す

る
ご
み
収
集
合
理
化
と
、
環
境
衛
生
を

図
る
た
め
搬
出
日
の
厳
守
、
搬
.
出
要

領
、
周
囲
の
清
掃
な
ど
の
指
導
を
行

い
、
住
民
の
協
力
を
得
る
。
収
集
区
域

及
び
収
集
個
所
の
増
加
に
つ
い
て
も
、

必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

(
イ
〉
不
燃
物
処
理

f予々さ::>~、

勉g
tによ2て l 

E話

新
規
の
投
棄
場
所
を
早
急
に
確
保

し
、
収
集
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
。
ま

た
、
可
燃
物
同
様
、
搬
出
日
の
厳
守
、

搬
出
要
領
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
つ

い
て
も
、
住
民
の
協
力
を
得
る
。
将

来
、
廃
業
物
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
直
営
に
て
行
っ
て
る

収
集
γ
ス
テ
ム
の
変
更
等
検
討
を
加
え

る。(
ウ
)
し
尿
処
理

現
有
の
処
理
施
設
は
、
当
面
十
分
な

処
理
能
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
に

即
対
応
で
き
る
よ
う
収
集
車
の
増
設
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
住
宅
建
設
計
画
等
と
あ
わ
せ
、
水

洗
化
に
努
め
る
よ
う
指
導
を
行
う
。
ま

た
、
既
設
の
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
保

健
所
と
協
力
也
、
清
掃
の
徹
底
指
導
を

行
い
、
環
境
の
美
化
を
図
る
。

(
五
)
火
葬
場

特
に
計
画
は
な
い
が
、
生
活
様
式
の

変
化
と
、
葬
祭
の
近
代
化
と
あ
わ
せ
、

施
設
の
利
用
を
推
進
す
る
。

2
ハ

)

公

豊

田

(
ア
)
特
定
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
事
前
調
査
を
行
い
、
立
地
及
び
公

害
防
止
施
設
の
指
導
強
化
を
図
る
。

(
イ
)
公
害
問
題
は
複
雑
か
つ
広
範
囲

に
わ
た
る
た
め
、
関
係
機
巾
関
を
は
じ

め
、
広
く
村
民
の
協
力
を
求
め
、
更
に

事
業
者
及
び
村
民
の
自
主
的
対
策
を
促

進
さ
れ
る
よ
う
協
力
体
制
の
確
立
に
努

め
る
。

(
ウ
〉
公
害
を
未
然
に
防
一
止
す
る
た

め
、
専
門
職
員
の
養
成
と
、
測
定
機
器

の
整
備
を
図
る
。

(
七
)
公
園

公
園
の
建
設
は
、
本
村
の
自
然
的
条

件
を
活
用
し
、
家
族
で
楽
し
く
遊
べ
る

広
場
、
小
運
動
場
、
遊
具
等
の
設
備
が

特別減税が行われ

昭和51年度の所得税が

還付されます

今
回
、
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
納
め
た
昭
和
五

十
一
年
分
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と

き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

還
付
方
法
と
そ
の
手
続
は
次
の
と
お

り
で
す
。

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ

γ
は
、
お
よ
そ
、
六
月

t
七
月
ご

ろ
、
賞
与
や
給
与
を
受
取
る
と
き
に
、

勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

。
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ
税
務

で
き
る
適
地
を
選
定
し
、
建
設
に
つ
い

て
の
検
討
を
加
え
る
。

署
か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ
れ

た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の
事
項
を
記

入
し
て
、
税
務
署
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
る
と
、
税
務
署
か
ら
還
付

金
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で

還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
そ

他

(

一

)

住

宅

住
生
活
を
快
適
な
も
の
に
す
る
た

め
、
一
世
帯
一
住
宅
、
一
人
一
部
屋
の

実
現
を
基
本
方
針
と
し
、
今
後
予
想
さ

れ
る
人
口
増
加
や
、
被
家
族
の
進
行
に

よ
っ
て
生
じ
る
住
宅
需
要
に
対
処
す
る

た
め
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
分
譲
宅
地

を
造
成
す
る
。
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
逐
次
改
良
を
図
る
o

u

(

ア
〉
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
昭
和
五

十
五
年
に
、
村
営
住
宅
三
十
九
戸
を
建

設
す
る
。

(イ
V
一
住
宅
需
要
を
考
慮
し
な
が
ら
、

継
続
事
業
で
分
譲
宅
地
を
造
成
し
、
需

要
に
こ
た
え
る
。

(
ニ
)
広
域
簡
易
水
道

(
ア
〉
給
水
区
域
外
を
含
め
た
、
簡
易

水
道
の
普
及
を
推
進
す
る
。

の

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
る
が
、
今
年
に

な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職
し
た
な
ど

の
た
め
、
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
さ

れ
た
ま
ま
で
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五

十
一
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を

し
て
、
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。
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三本

ー品目，、
月

日

玉
川
村
の
水
道

昭和52年6月 1日

水
道
の
合
言
葉
、
せ
い
じ
よ
う
(
清

浄
)
、
ほ
う
ふ
(
豊
富
)
、
て
い
れ
ん

(
低
廉
〉
な
水
を
お
く
り
つ
づ
け
る
た

め
に
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

水
道
は
、
台
所
を
明
る
く
し
健
康
な

生
活
を
ま
も
り
ま
す
、
水
道
は
、
消
火

に
一
活
動
す
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
産
業

に
利
用
さ
れ
社
会
活
動
の
さ
さ
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
道
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す

が
、
こ
の
水
道
を
さ
ら
に
正
し
く
大
き

く
の
ば
し
、
住
民
が
ひ
と
し
く
水
道
の

あ
る
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
、
い
ろ
い

No. 1 30 たまかわ広報

ー品目，、
月

七

日

ろ
な
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
、
す
で

に
水
道
の
あ
る
家
庭
、
こ
れ
か
ら
水
道

を
ひ
こ
う
と
す
る
家
庭
の
皆
さ
ん
に
水

道
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
水
道

の
問
題
を
考
え
、
水
道
を
は
げ
ま
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
水
道
の
あ
る
快
適
な
生
活
。

現
在
、
玉
川
村
の
水
道
を
利
用
し
て

い
る
人
々
は
、
五
、
一
六
七
名
で
、
総

人
口
の
七

0
・
五
%
に
あ
た
り
ま
す
。

水
道
の
水
は
、
水
道
法
に
も
と
づ
ぐ
水

質
基
準
に
、
み
あ
っ
た
、
き
れ
い
で
安

全
な
水
を
い
つ
も
送
り
、
皆
さ
ん
が
健

康
で
快
適
な
文
化
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
普
及
を
計
り
更
に
前
進
し
て
お
り

ま
す
。ニ

、
給
水
量
の
伸
び

玉
川
村
の
水
道
年
間
給
水
量
は
約

五
万
六
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一
ヶ
月

一
万
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
戸
平
均

十
三
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
と
、
年
々
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
給
水
戸
数

は
、
て

O
四
六
戸
で
、
総
戸
数
の
七

三
%
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

三
、
水
道
に
加
入
及
び
増
設
に
つ
い

て。

水
道
事
業
に
加
入
及
び
増
設
に
つ
い

て
は
、
す
べ
て
申
請
に
よ
り
、
実
施
し

て
居
り
、
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
村
の
条
例
に
基
き
、
水
道
工

事
公
認
業
者
が
一
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

回
、
水
道
管
の
管
理
。

送
水
管
及
び
配
水
管
(
本
管
〉
は
村

で
管
理
し
、
給
水
管
(
五

0
ミ

リ

以

下
〉
ほ
、
各
家
庭
で
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
、
凍
結
、
自
動
車
等

に
よ
る
、
給
水
管
及
び
各
設
備
の
破
損

に
は
充
分
注
意
す
る
よ
う
に
致
し
ま
し

ヤ

串

〉

h
J
o

4----------------

こ
れ
か
ら
の
水
道
は
す
べ
て
み
な
さ

ん
に
、
清
潔
に
し
て
豊
富
で
低
廉
な
水

を
送
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
め
に
は

付
水
道
の
な
い
地
域
を
な
く
す
こ
と

。
新
た
な
水
源
を
開
発
す
る
こ
と
。

同
水
道
水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
。

伺
水
道
料
金
の
適
正
化
な
ど
が
必
要

で
す
。
水
は
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
利
用
可
能
な
水
資
源
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
、
も
う
一

度
、
目
を
向
け
、
合
理
的
な
水
の
使
用

の
心
が
け
が
大
切
で
す
、
水
道
に
対
す

る
深
い
理
解
と
協
力
に
さ
さ
え
な
が

ら
、
さ
ら
に
正
し
く
大
き
く
成
長
し
、

皆
さ
ん
の
快
適
な
生
活
の
お
役
に
立
つ

よ
う
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

万
剣
銃
砲
な
ど
を
お
持
ち
の

方
は
登
録
を
受
け
て
下
さ
い

万
剣
類
を
発
見
し
た
と
き
は
、
も
よ
り

-----------------一

救
農
土
木
事
業
完
成

昨
年
の
異
状
天
候
に
よ
り
、
農
家
の

受
け
た
被
害
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
被
災
農
家
の
救
農
対
策

事
業
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
よ
り
延
就

労
人
員
、
四
、
一
一

O
人
、
総
工
費
、

二
一
、

0
0
0千
円
で
救
農
土
木
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
程

次
の
路
線
が
立
派
に
完
成
を
見
ま
し

企

図

辻

新

田

!

大

井

沢

線

②

企

丸

内

田

l
水

内

線

⑤

た。o
北

須

釜

(

農

道

)

二

二

O
M

o

吉

(

馬

場

下

J
沢
向
線
〉一

二
五

M

o
山
小
屋
(
丸
内
田

t
水
内
線
〉二

二

O
M

o
四
辻
(
四
辻
新
田
J
大
井
沢
線
)

二
二

O
M

o
岩
法
寺

G
石
法
寺

t
北
須
釜
線
〉

三
三

O
M

の
警
察
署
に
窟
出
で
所
持
の
手
続
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。
譲
受
け
、
相
続
し
た

と
き
は
二
十
日
以
内
に
所
有
者
変
更
の

手
続
を
県
教
育
委
員
会
に
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
登
録
証
を
滅
失
な
ど
し
た

場
合
も
、
県
教
育
委
員
会
に
す
み
や
か

に
そ
の
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
登
録
審
査
会
は
次
の
日
程

に
よ
り
行
い
ま
す
。
七
月
二
十
五
日

(
月
)
郡
山
市
、
県
合
同
庁
舎
。

お
地

区

川

辺クタタタ

小

高タタタクタ

岩

法

寺

南

須

釜

北

須

釜

四
辻
新
田

お
地小

高中
竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

め

で

た

(
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

塩渡瀬大大石車関溝高溝草辻須味坂出

田辺谷会竹井田 根井原井野 藤原本書

百 雅長正直義 教裕文千裕弘光洋建

恵守俊り人也光仁 之子 恵春 子樹 曲子 名

一博義正直義一幸藤秀泰泰利好洋室

豊 者
雄之雄光吉衛夫夫助一秋央弘男一名

く

や

み

区

(
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

年

令

世

帯
主

名

正

信

良

一
正

幸
榊

枝

吉
三
郎

金

重

死
亡
者
氏
名

車

田

省

三

円

小

針

恵

子

お

小

林

平

吉

日

石

森

ヨ

ネ

ω

榊

枝

キ

ク

白




